










これまで「ダロウ」の用法として主に注目されてきたのは、推量 (1)、疑い (2)、確認要求 (3)
の三つである。













































































































































































































































































































































































l この他、佐治 (1991)もtダロウJに詠嘆の気持ちが加わったのが rコトダロウ」であると考えている。
2 なお、詠嘆と無関係な「コトダロ?Jの例が少なくないことについては、籾山 (1995)を参照。
3 籾山は、 rrダロ?J と「コトJの共起」、安途は、rrことJの介在」と言っている。
4 rコトダロウ」は、「平戸に来たザピエル仰は主ュよここを遜られたことでしょう。J(沈黙)のように、確信度の
高い rキットJとも共起する。










9 疑いの形式には、「ダロウカ」以外に r.カナ〆カシラJがあるが、 「コトダロウカ」め 「ダロウカ」の部分を「カ
ナ/カシラ」と低き換えることはできない.「彼からの返事はいつ来ること {だろうか/・かな/・かしら}? Jつま





12 ，友達 (1998)も、 rナセコを用いたWH疑問文が rコトJ の介在を許さないという事実に注目している.
13 ただし、 「ナゼ/ ドウシテJ以外の疑問問を含むWH疑問文では、スコープの「ノダJは必須でなくなることがあ
る。
14 この点については、 「コトダロ'/Jについて述べたものではないが、中畠 (1998)がこうしたWH疑問雪授の泳嘆表
現が (fi義務外推量」ではなく)r述鰭折Idibであると指摘していることが注目される.
15 rコト」がなければ、そういう1まEまになる。
16 ~民際、 完全な反語の文では、「コトダロウ」は使いにくい。 r l ?こんな商仰jな仕事を維が自分から引き受けること
だろうか ?J
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